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7. 超音波内視鏡による膏および罵囲臨器の診断

(第 1報)一胃壁エコー像の検討一

荻野幸伸〈千大)
リニア型超音波内視鏡の使吊により，胃壁及び周臣綴
器の診新は可能であると思われた。今回説気水中におい
て，胃壁エコー像の基礎的検討を行った結果，雑種成犬
拐罪主胃は 3屠;こ描出された。 VX2癌移埴家兎切除層で
は，深達変，浸潤範囲等が診断可誌であった。今後は，
内規鏡機撞としての改良とともに高周波数探蝕子の開発
が必要と患われる。 
8. 	 Hemmorrhagic Shock Iこ対する ATP-MgCbに
よる治療ー第E報一
織司成人〈千大) 
Ratを用い， 40mm百g，90分間の出車性シッョクモデ
ルを作裂し， ATP-MgCb投与による治療効果につき検
言守した。生存率は非治療群に比し有意に改善された。各
種パラメーターでは S-Crは，非治療群に比し有意に{尽
く，赤血球内 Na笹も有意に抵下していた。また， RES 
食食能は，有意に改善された。 
9. 	 Cuff Methodを用いたラット異所性心移植によ
る移植免要の罷究
永田松夫〈千大)
ラットの頚動静脹にお-20Gのテフロンチュープを
用い，異所性に心臓移植を行なった。完全に拾動の消失
した時期を拒絶とし，心霊国および組織学的にも確認し
た。 F344→F344の群では全倒生着 (nニ 7)し， WKA 
→F344群では平均生着期間は5.7土0.78 (n=7) で
あった。リポステロイド0.2mgjkg投与群では平均22.5 
Bと生着延長を認めた。 
10. 1主道癌腹腔内リンパ箆転移の超音波診断
山本宏〈千大〉
食道番41例の腹腔内リンパ館転移の有無について術訴
に USを用い検索した結果， 33例， 79%に正診でき， 
US は存用であった。この事実から USガイドに穿親
し，転移リンパ節に直接 BL誌を注入する治療法を想定
し，胃噴門部局注によるリンパ箆への BLMの移行程
度をみる実験を行ない，議足すべき結果を得た。 
11.食道癌患者の業養アセスメント

一血清蛋白亜分画の変動を中心として一

岩佐正人(千大〉
我々は，食道癌症例を中心に，日本人に適合した新し
い栄養学的指標を検討して来たが，今国，上続三頭筋部
皮下脂肪厚 (TSF)，プレアルブミン (PA)，レチノー
ル結合蛋自 (RBP)，PPD皮内反応(長径×短径〉の 4
つのパラメーターを組合せ，薪しい栄養評伍指数 (Nut-
ritior叫 Assessmentlndex，NAI)を算出したので報告
した。 NPち， NAI=5.17TSF十0.32PA+7 .86 RBP+ 
0.06PPD -17.41であった。さらに， NAI >60を good 
60-40を intermediate，40> NAIを poorと大別する
ことにより，栄養菅理上有用な指数となりうると考えら
れた。 
12.樟書評に対する肝窃除後 RES機能の変化
大竹喜雄(千大〉 
CCl4障害肝ラットを作製し， 1131Lipid Emulsion法を
用いて68%月干切除前後のまES機能の変化を正常肝ラッ
トと比較検討した。 また， 寵床においては 10%Lipid 
Emulsion法を用いて肝窃強前後の RES責食能を測定
し，その変化を捕後感染症との関係について検討した。
実験及び臨床のいずれにおいても正常貯に比し障害肝の 
RES機能の低下は著しかった。 
13. CTスキャンによる胃癌進行度の捕前診断
尾埼玉彦〈千大〉
昭和55年 4月-56年11月までの胃語症例68例に対し， 
Dyriamic CTを中心とした術前換査を施行し胃癌進行
度の術前 CT診断について検討を加えた。胃癌の描出
率は切除伊U54到中33例61%であった。リンパ節の描出で、
は，局在診断で辻 DynamicCTが特に有用であり，塊
状に描出されたものには組織学的に転移湯注が高率であ
った。地臓器?受潤浸潤肝転移の診断についても CTは
非常に有用であった。 
14.食道癌の頭発巣ならびにリンパ節転移に関する 
CT診断(第 2報)一特iこ気縦扇 CTについて一
木村正幸(千大)
食道謹開擁30例中単純 CT施行29伊iと気縦需 CT施
行 9f死をそれぞれ検討し次の結果を得た。 (1)転移Fンバ
節診新では単純 CTでは 2cm以下の診断泣困難である
